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平成 23年 10月３日 
各  位 

会社名  サノヤスホールディングス株式会社 
代表者名  代表取締役社長 上田 孝 
（コード番号 7022 大証一部） 
問合せ先  取締役執行役員 北川 治 
（電話番号  06-4803-6171） 

 
 

組織再編に関するお知らせ 
 
 
当社は本日開催した取締役会において、平成 23年５月９日付にて㈱サノヤス・ヒシノ明
昌が「単独株式移転による持株会社の設立に関するお知らせ」において開示した当社グル

ープの組織再編について、下記の通り決定しましたのでお知らせします。 
 
 

記 
 
 
１．組織再編の目的 

当社グループの事業を４つの事業グループに分け、そのグループ内で、各事業会社を

持株会社（当社）の下に並列的に配置する体制を構築します。 
持株会社（当社）は、グループの本社機構を有し、グループの収益力向上と持続的発

展を目標に、グループ戦略の構築を行うほか、事業グループ担当役員を置いて各事業

会社の運営管理を総括します。 
各事業会社は、それぞれの事業環境に対応したビジネスモデルを構築し、戦略を策定・

実行、独立採算によって明確化された責任と権限に基づいて意思決定の迅速化とリス

ク管理の強化を図ります。 
こうした持株会社（当社）と事業会社の経営管理と意思決定における連結経営のレベ

ルアップをガバナンス体制充実の観点からも図っていきます。 
併せて、今後の当社グループの成長戦略の中で、外部成長を図るためにこの持株会社

体制をフルに活用していきます。 
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２．組織再編完了後の体制 

当社は株式移転により本日付にて設立され、その普通株式を大阪証券取引所市場第一

部に上場いたしました。 
当社グループの組織再編は、今後、下記の通り、事業会社の設立・会社分割・社名変

更を行います。組織再編の完了は、平成 24年１月４日を予定しています。 
 
 

【サノヤスグループ 平成 24年１月４日以降 予定組織図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※：㈱サノヤス・ヒシノ明昌は、所有する各事業会社株式をサノヤスホールディングス㈱に譲渡した

後、レジャー事業を行う会社となり、社名をサノヤス・ライド㈱に変更します。 
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３．国土交通大臣による事業再構築計画の認定 
本組織再編については、平成 23 年９月 22 日付にて、産業活力の再生及び産業活動の
革新に関する特別措置法第５条第１項の規定に基づき、国土交通大臣の認定を受けま

した。これにより、租税特別措置法に規定される所定の登録免許税の軽減措置を受け

ることとなりました。 
 

４．グループ各社の概要 
上図のグループ各社の内、本組織再編において設立・会社分割・社名変更を行う各社

の概要は以下のとおりです。 
 

（１） 持株会社 
社 名 サノヤスホールディングス株式会社 
英 文 社 名 Sanoyas Holdings Corporation 
本店所在地 大阪市北区中之島三丁目３番 23号 
代 表 者 代表取締役社長 上田 孝 
事 業 内 容 グループ戦略策定、グループ及び事業会社の経営管理 
資 本 金 2,538百万円 
設立年月日 平成 23年 10月３日 

 
【サノヤスホールディングス㈱ 組織図】 
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当社の組織は、現在の㈱サノヤス・ヒシノ明昌の本社機構を承継すると同時に、各

部の機能を明確化し、専門的能力をより一層向上させる狙いから、次の整備を行い

ます。 
 
総務人事部内に、総務室、人事室、法務室を新設、企画部内には、既存の経営戦略

室に加え、管理会計を担当する経営管理室と、システム部の機能を承継するシステ

ム企画室を設けます。 
今回の組織再編の最大の狙いである陸上グループ事業会社の体制整備・収益力向

上・シナジー効果の実現を狙いとして、陸上グループ担当役員とそれを補佐する陸

上統括室を新設します。 
また、事業会社間の技術面の支援・調整を行う技術担当役員を補佐する技術支援室、

事業会社における資材関係の支援・調整を行う資材担当役員を補佐する資材支援室

を新設します。 
内部監査を担う内部統制推進室は、その機能の重要性に鑑み、内部統制推進部に格

上げし、サノヤス造船㈱をはじめとするグループ会社の内部監査を担当します。 
なお、経理部は、当社及び連結会計を担当するほか、サノヤス建機㈱、サノヤス・

ライド㈱の経理業務を受託する経理センターとしての機能を整備します。 
 
 
（２） 事業会社 

 
（ア） 造船グループ 

① 造船事業会社 
社 名 サノヤス造船株式会社 
英 文 社 名 Sanoyas Shipbuilding Corporation 
本店所在地 大阪市北区中之島三丁目３番 23号 
代 表 者 代表取締役社長 上田 孝 
事 業 内 容 造船業およびプラント事業 
設立年月日 平成 23年 10月３日 
資 本 金 会社分割後 2,000百万円（予定）（会社設立時 50百万円） 
 
会社分割による造船事業の承継について 
平成 24 年１月４日付にて㈱サノヤス・ヒシノ明昌の造船事業をサノヤス造船㈱が
吸収分割により承継する予定です。その際に、サノヤス造船㈱の資本金を 1,950百
万円増加させ、2,000百万円とする予定です。 
本件会社設立については、平成 23年 10月３日付「孫会社の設立に関するお知らせ」
をご覧ください。 
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【サノヤス造船㈱ 平成 24年１月４日以降 予定組織図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
サノヤス造船㈱の総務人事部・経理部・企画部は、サノヤスホールディングス㈱（当

社）の総務人事部・経理部・企画部の部長以下全部員が兼務します。 

総務人事部 

経理部 

企画部 

法務室 

人事室 

総務室 

システム企画室 

経営戦略室 

経営管理室 

資材部 

船舶営業本部 
マリン営業部 

新造船営業部 

技術開発部 技術開発本部 

船舶設計部 設計本部 

工作部 

管理部 

総務部 

施設部 

プラント事業部 

水島製造所 

大阪製造所 
製造部 

総務部 

工事部 

技術部 

営業部 

株
主
総
会 

経
営
会
議 

取
締
役
会 

監
査
役
会 



 

6 
 

 
資材部は、従来陸上部門との協働を図るため本社（大阪）に置いてきましたが、今

後の新造船の原価低減に一層注力するため、技術開発本部・設計本部との緊密な協

働を図る目的から、それらが所在する水島（製造所内）にも拠点を構える２拠点体

制をとることとしました。 
船舶営業本部では、新造船・マリンの両営業部の拠点を東京・大阪の両方に置き、

新造船の国内営業、マリン事業の東日本営業を強化拡充します。 
製造部門では、水島製造所の下に施設部を移し、大阪製造所をその配下に置きます。

これは、これまで修繕船をはじめとするマリン事業の製造拠点であった大阪製造所

において新造船のブロック建造を開始したことから、水島製造所の下に大阪製造所

を置いて、協働関係の強化を図るものです。 
さらに、従来陸上事業の一部としてきたプラント事業（ビール用醸造タンク等の食

品タンク類、自走式駐車場のエンジニアリング事業）をプラント事業部として設置

し、今後の注力事業として育成していきます。 
 
 
（イ） 陸上グループ 

① 建機事業会社 
社 名 サノヤス建機株式会社 
英 文 社 名 Sanoyas Construction Machinery Corporation 
本店所在地 大阪市北区中之島三丁目３番 23号 
代 表 者 代表取締役社長 藤岡 和紀 
事 業 内 容 建設用エレベータ・クレーン等製造・販売・賃貸 
設立年月日 平成 23年 10月３日 
資 本 金 会社分割後 80百万円（予定）（会社設立時 40百万円） 
 
会社分割による建機事業の承継について 
平成 24 年１月４日付にて㈱サノヤス・ヒシノ明昌の建機事業をサノヤス建機㈱が
吸収分割により承継する予定です。その際に、サノヤス建機㈱の資本金を 40 百万
円増加させ、80百万円とする予定です。 
本件会社設立については、平成 23年 10月３日付「孫会社の設立に関するお知らせ」
をご覧ください。 
 

② パーキングシステム（PS）事業会社 
当社グループ陸上事業の柱のひとつである二多段式駐車装置事業については、平成

23年７月１日付にて、サノヤス・エンジニアリング㈱に吸収分割、承継済みです。 
詳しくは、平成 23年３月 24日付「パーキングシステム事業の会社分割（吸収分割）
に関するお知らせ」をご覧ください。 
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③ その他の陸上事業会社 
上記の建機事業、PS 事業が㈱サノヤス・ヒシノ明昌の本体事業であったのに対し
て、加藤精機㈱、みづほ工業㈱、ケーエス・サノヤス㈱、山田工業㈱は、㈱サノヤ

ス・ヒシノ明昌の子会社として位置づけてきました。今回の組織再編において、建

機事業会社、PS 事業会社と同等の位置づけに変更します。これにより、各社の一
層の経営努力を促し、陸上グループ内の業務上のシナジー効果を狙うとともに、当

社グループの連結経営のレベルアップを図っていきます。 
 
 
（ウ） レジャーグループ 

① レジャー事業会社 
社 名 サノヤス・ライド株式会社（平成 24年１月４日以降） 
英 文 社 名 Sanoyas Rides Corporation 
本店所在地 大阪市住之江区北加賀屋五丁目２番７号 
代 表 者 代表取締役社長 白神 敬治 
事 業 内 容 遊園地遊戯機械設備の製造・販売・賃貸・運営 
資 本 金 200百万円（予定） 
 
社名変更と資本金の減少について 
平成 24 年１月４日付にて、㈱サノヤス・ヒシノ明昌は造船事業と建機事業を会社
分割しますので、分社後はレジャー事業を担当することになります。そこで、社名

を、遊園地乗用遊具を意味する Ridesから取って、サノヤス・ライド㈱に変更しま
す。また、事業規模が縮小する実態に合わせて、無償減資を実施し、資本金を 2,538
百万円から 200百万円に減少させる予定です。 
 

② レジャー事業運営会社 
社 名 サノヤス・ライドサービス株式会社（平成 24年１月４日以降） 
英 文 社 名 Sanoyas Rides Service Corporation 
本店所在地 大阪市住之江区北加賀屋五丁目２番７号 
代 表 者 代表取締役社長 前田 勉 
事 業 内 容 遊園地遊戯機械設備の運営受託 
設立年月日 平成元年７月１日 
資 本 金 80百万円 
株 主 サノヤス・ライド㈱全額出資 
 
社名変更について 
平成 24 年１月４日付にて、明昌ネットワーク㈱を社名変更し、サノヤス・ライド
サービス㈱とします。 
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（エ） サービス事業グループ 

サービス事業グループに属する、㈱サノテック、サノヤス商事㈱、サノヤス安全警

備㈱、サノヤス産業㈱、サノヤス建物㈱の各社は、これまで㈱サノヤス・ヒシノ明

昌の子会社でした。今回の組織再編において、加藤精機㈱等と同様、当社グループ

のコア事業である造船事業、陸上事業各社と並ぶ位置づけとして、今後一層の成長

を促す体制とします。 
以 上 


